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11月30日（木）、実習成果報告会が開催されました。
7期生の現職教員学生は、秋期にそれぞれ2週間にわたる東紀州実

習・連携校実習へ。「教員」ではなく「院生」という立場・視点か
ら自分の所属校ではない学校に出向くことによって、学修テーマの
探究、次年度より始まる現任校実習にむけての手がかりを多く得ら
れたようです。
6期生の学部新卒学生からは2種類の報告がなされました。1つ目は、

東紀州実習へ参加した院生たちの報告。地域のあたたかさを体感す
るとともに、そもそも「地域（の特性）とはなにか」といった深い
思考に結びついていた院生もいました。2つ目は、年度はじめから年
間を通じて継続している連携校実習の報告。継続するからこそみえ
てくる子どもたちや先生たちの姿、そしてそこに自分の実践をいか
に重ねていけるかが語られ検討されました。

連携校実習を終えて
三重大学教職大学院のよさの1つは、「院生室」。
所属コース・分野・学年、現職・学卒を問わず、院生全員が同じ院生室を使用しています。
ともに課題に取り組んだり、ディスカッションしたり、教員採用試験の対策をしたり、雑談したり。
とても心地よい空気が流れています。
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幼小連携の取り組みを行っている津市の藤水幼稚園と藤水小学校で実習をさせていただきました。小学校
では年長児との異年齢交流で成長していく子ども達の姿、幼稚園では子どもの興味・関心を大切にした活動や
環境設定について学ぶことができました。幼保小の先生方が校種を越え、みんなで子ども達の成長をあたたか
く見守っている姿が印象的で、自分の学修テーマだけでなく、これからの教育活動についても深く考える機会
になりました。〔学校経営力開発コース（7期生現職）大西春菜〕

津市立橋北中学校で２週間実習をさせていただきました。私は高校の教諭であるため、中学校の様子を見
る機会はあまりありません。しかし、連携校実習では校種を超えた実習先を決めることもできました。高校に入
学してくる生徒たちが、中学校の学習や活動の中ではどのような課題を抱えているのかという観点で観察を行
いました。実習を通して、高校と中学の指導における工夫の差や課題となる溝を認識することができました。こ
の経験を糧に、自身の指導力の向上に努めていきたいと思います。〔教育実践力開発コース（7期生現職）紙谷航希〕

実習成果報告会を開催しました

連携校実習担当 松本 裕子

令和５年度の連携協力校長期実習がほぼ終了し、11月30日(木)に報告会が開催されました。
６期生14名、７期生７名が、津市・四日市市・鈴鹿市・いなべ市・松阪市・紀北町等の幼稚園１園・小学校
６校・中学校７校・高等学校７校・特別支援学校１校の計22の園・校において、実りある実習をさせていただ
きました。学修テーマに沿って、一人で複数の学校や園において実習させていただいたり、一校で複数名の
院生が実習させていただいたりしたほか、実習時期設定や時間増等に対しても、柔軟にご対応いただきまし
た。お陰様で、学校実践現場に実際に参画して学ぶかけがえのない貴重な機会を頂き、院生は自身の学修
テーマを大いに追及することが出来ました。
院生の希望実現のためとはいえ、各学校長様を始めとする関係教職員の皆様、或いは管轄の津市教育委
員会様・四日市市教育委員会様・鈴鹿市教育委員会様・いなべ市教育委員会様・松阪市教育委員会様・
紀北町教育委員会様・三重県教育委員会様には、大変お世話をおかけいたしましたこと、心より御礼申し上
げます。
引き続き、来年度の連携協力校長期実習につきましてもご理解・ご協力をよろしくお願い申し上げます。
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第１回教職大学院研究会を開催しました

学部生の皆さん、三重大学教職大学院で学びませんか？

― 今年度、最後の入試【C日程】実施 ―

選抜試験日
【A日程】
2023年

8月18日（金）

【B日程】
2023年

10月29日（日）

【C日程】
2024年

２月10日（土）

出願期間 7月11日（火）～19日（水） 10月2日（月）～１1日（水） １月10日（水）～１6日（火）

受
験
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現職教員 第一次 (第二次)

学部新卒者等 第一次 第二次 第三次

12月2日（土）に第1回教職大学院研究会を開催いたしました。
第1部では八並光俊先生（東京理科大学教授・日本生徒指導学会会長）をお招きして、「新

『生徒指導提要』における発達支持的生徒指導の核心－アセスメントに基づく授業改善と学級
経営－」と題する基調講演が行われました。重層的支援構造モデルに基づく生徒指導の理解に加
えて、リーガルナレッジの確実な習得の必要性についても力強くご講演いただきました。
第2部では修了生である山本洋也先生（津市立橋北中学校教諭）による新しい『生徒指導提

要』と関わるテーマで研究発表が行われました。修了生の皆さんが教職大学院で学んだ専門的な
知識や研究の方法論は、現任校での教材研究や校内研修の基盤になっていることを確信しました。
理論と実践の往還という観点からみると第1部と第2部は見事に連動しており、たいへん充実

した研究会となりました。お忙しい中ご参加してくださったみなさまに厚くお礼を申しあげます。
この研究会は来年度以降も開催したいと考えておりますので、引き続き皆様からのご支援とご協
力を賜りますよう何卒よろしくお願い申しあげます。

専攻長 織田 泰幸

▼案内パンフ

▼募集要項

https://www.edu.mie-u.ac.jp/2023/05/18/pamph2024.pdf
https://www.edu.mie-u.ac.jp/exam/gs-exam/gs_by2024.pdf

